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1．試験開始の合図があるまで、問題用紙および解答用紙を開いてはいけません。
2．この表紙を除いて、問題用紙は 4ページあります。また、解答用紙は 1ページあります。
3．問題用紙および解答用紙の印刷不鮮明、ページの不足や汚れに気づいた場合は、手を 
挙げて監督者に知らせてください。

4．受験番号と氏名を所定の全ての欄に記入してください。
5．解答は、解答用紙の指定された解答欄に記入してください。指定された解答欄以外に 
記入したものは採点しません。

6．表紙および問題用紙の余白や裏面は、適宜下書きや計算などに用いて構いません。
7．配付した用紙は全て、試験終了後回収します。

一般公募制推薦選抜入学試験問題

受験番号 氏 名



受験番号 氏 名

図のように，質量M［kg］の小物体を水平方向となす角 30°の斜面 ABC上ですべらせる。AB間はなめらかな斜
面で，BC間はあらい斜面である。ABの距離は L 1［m］，BCの距離は L 2［m］である。また，小物体と斜面 BCとの
間の動摩擦係数は 2

3 であり，重力加速度の大きさは g［m/s2］である。小物体を点 Aで静かにはなしたときの小物
体の運動について，下の問いに答えよ。

⑴　小物体にはたらく重力の斜面に平行な成分の大きさを求めよ。
⑵　小物体が AB間で運動しているときの加速度の大きさを求めよ。
⑶　小物体の点 Bの直前での速度の大きさを求めよ。
⑷　小物体が BC間で運動しているときの加速度の大きさを求めよ。
⑸　小物体が点 Cを通過して斜面を飛び出す L 1の条件について，次の　 　にあてはまる適切な式を L 2を用い
て書け。
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図Ⅰのように，なめらかに回る軽い滑車が天井に固定されている。この滑車に軽くて伸びない糸をかけ，その両
端に質量m［kg］の物体 Aと質量 3m［kg］の物体 Bをつるし，静かにはなしたところ，Aは鉛直上向きに，Bは鉛直
下向きに等加速度直線運動を始めた。重力加速度の大きさを g［m/s2］として，下の問いに答えよ。

⑴　力と加速度は物体が運動する向きを正として，Aと Bの運動方程式をそれぞれ書け。ただし，Aと Bの加速度
の大きさを a［m/s2］，糸の張力の大きさをT［N］とする。

⑵　T をmと gを用いて表せ。
⑶　図Ⅱのように，ばね定数 k［N/m］のばねの一端を台に固定し，もう一端を鉛直方向に伸び縮みするように Aに
取り付ける。ばねを自然長から鉛直上向きに x［m］伸ばして静かにはなすと，Aは静止した。xをm，g，kを用
いて表せ。
⑷　次に，図Ⅲのように，ばねの長さが自然長となるようにして，Aを静かにはなすと，Aは鉛直上向きに運動を
始めた。このとき，ばねの自然長からの伸びの最大値をm，g，kを用いて表せ。
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図のように，10 Ω，40 Ω，30 Ω，15 Ωの抵抗，未知抵抗 X，スイッチ S1～ S3，20 Vの電源，電流計で回路を
つくった。すべてのスイッチを閉じているとき，電流計には 1.0 Aの電流が流れた。下の問いに答えよ。

⑴　すべてのスイッチが閉じているとき，次の問いに答えよ。
⒜　ab間の合成抵抗を求めよ。
⒝　ab間の電圧を求めよ。
⒞　ac間の合成抵抗を求めよ。
⒟　Xの抵抗値を求めよ。
⑵　S1～S3のどれか 1つだけを開く。Xの消費電力が最も小さくなるのは，どのスイッチを開いているときか。また，
そのときの Xの消費電力を求めよ。
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x 軸の正の向きに進む波 Aと波 Bがある。Aと Bは，速度，振幅，振動方向が同じで，振動数だけが異なる。
図Ⅰと図Ⅱは，それぞれ Aと Bの時刻 0 sにおける 0 m≦ x ≦ 10 mでの波形（変位 y［m］と位置 x［m］の関係）で
ある。Aと Bの速度を 50 m/sとして，下の問いに答えよ。

⑴　Aの振動数と周期を求めよ。
⑵　Aと Bを重ね合わせた合成波に関する次の説明文の空欄にあてはまる適切な数値を答えよ。

時刻 0 s，0 m≦ x ≦ 10 mにおいて，合成波の振幅は，x ＝　 ア 　mと 10 mの点で最大，x ＝　 イ 　m
の点で 0 mとなる。このことから，合成波の周期はT 0＝　 ウ 　sである。図Ⅰと図Ⅱより，この区間に Aの
波の数は　 エ 　個，Bの波の数は　 オ 　個含まれていることがわかる。この差がT 0間でのうなりの回数
を表すことになる。ゆえに，1秒間でのうなりの回数は　 カ 　回となる。また，Bの振動数は　 キ 　Hzと
なる。
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総点

受験番号 氏 名

物理解答用紙

【1】
⑴ ⑵ ⑶

［N］ ［m/s2］ ［m/s］

⑷ ⑸

［m/s2］

【 2】
⑴

A の運動方程式 B の運動方程式

⑵ ⑶ ⑷

［N］ ［m］ ［m］

【 4】
⑴

振動数

Hz

周期

s

⑵
ア イ ウ エ オ カ キ

【 3】
⑴

⒜ ⒝ ⒞ ⒟

Ω V Ω Ω

⑵
スイッチ 消費電力

W
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物理（一般公募制推薦）
工学部・情報学部・生物生命学部・芸術学部
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Ａの運動方程式 
ma ＝ T － mg 

Ｂの運動方程式
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